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本報告書の財務数値は、監査法人による会計監査を受けておりません。比較数値は小数点第１位四捨五入とします。
使用している数値は速報値であり、後日確定するものと差異が出る可能性があります。
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合　計
（調整額）

寮事業
ホテル事業
総合ビルマネジメント事業
フーズ事業
デベロップメント事業
その他事業

四半期連結損益計算書計上額

経 営 情 報 2018.6月度

Monthly ReportMonthly Report （東証1部　コード9616）

Ⅰ.セグメント別（事業別）　売上状況等（本決算）
共立メンテナンスグループ

（単位：百万円）
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当期実績 前期比％ 前期実績
2018年4月～2018年6月度実績月度累計

　当第１四半期連結累計期間におきましては、寮事業は、期初稼働率97.7％（前年比0.6ポイント減）となりましたが、

これは新規学校様の専用寮の竣工時期に伴う一時的な空室発生等によるものであり、当期中に契約数が増加したこと

もあり、契約数は前年を上回って推移しています。ホテル事業におきましては、ドーミーイン事業（ビジネスホテル）で

は当期新たに1棟オープンしたことに加え、インバウンド需要の増加が続き、高稼働、高客室単価で推移いたしました。

リゾート（リゾートホテル）事業につきましては、前年同期を上回る客室稼働率にて推移したほか、稼働状況に応じた

柔軟な人員配置をすることなどにより、コスト管理を徹底いたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高36,880百万円（前年同期比7.5％増）となり、

営業利益につきましては、2,549百万円（前年同期比1.7％増）と増収増益にて推移いたしました。

　決算の詳細につきましては、平成30年8月9日付発表の「平成31年3月期　第１四半期決算短信」をご参照ください。

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。経営情報MonthlyReportは、株主様、及び以前弊社株式を保有され
たことのある方をはじめ、弊社関係者の皆様に、より弊社をご理解いただくとともに、皆様のご意見を経営に反映させていた
だくことを目的として、掲示させていただいております。


